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史
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定

替

心

理

説

評

債

(
一
一
・
出
刃
)

米

田

庄

太

耳目

一
、
高
田
博
士
四
債
格
の
勢
力
説
評
債
(
前
競
)

二
、
ア
フ
タ
リ
オ
ン
教
授
白
傍
替
心
理
説
評
債

m 岡

山崎

ア
ツ
h

ツ
リ
オ
シ
敬
梗
の
購
欝
心
理
観
評
価

ア

7

ャ
リ
す
ン
敢
授
の
詩
書
つ
貨
幣
、
物
情
及
川
い
効
税
」
〈
〉
立
一

S
U
5
5
2一
内
、
「
一
ユ
川
氏
円
…

H
E
m
p

問。N
勺
)
は
、

世
界
大
戦
争
が
始
ま
れ
る
千
九
百
十
四
年
か
ら
.
千
九
百
二
十
六
年
に
至
る
ま
で
の
貨
幣
、
物
償
及
び
鴬
替
の
最

近
の
歴
史
を
先
づ
働
蘭
商
に
就
て
、
・
次
に
欧
州
諸
国
に
就
て
詳
細
に
調
査
し
、
研
究
し
、
業
等
の
現
賓
な
る
鰹
験

的
事
買
に
照
ら
し
て
、
停
来
の
及
び
世
界
大
戦
争
後
勢
力
を
振
ふ
て
来
た
貨
幣
の
理
論
及
び
矯
替
の
理
論
を
批
判

し
、
そ
う
し
て
業
等
の
経
験
的
事
買
に
適
合
す
る
、
或
は
夫
れ
に
よ
り
て
験
諾
さ
れ
て
居
る
と
認
め
待
ら
れ
る
、
新

し
き
貨
幣
の
理
論
及
び
鴬
替
の
理
論
を
構
成
ぜ
ん
と
す
忍
も
の
に
し
て
、
純
粋
な
る
科
拳
と
し
て
の
一
切
の
世
曾

科
皐
に
於
て
、
経
験
的
事
買
を
大
に
隼
重
し
、
夫
れ
に
適
合
し
な
い
、
或
は
夫
れ
に
よ
り
て
駿
詩
き
れ
な
い
理
論

は
、
哲
準
的
に
如
何
に
深
奥
で
あ
り
、
又
論
理
的
に
如
何
に
精
妙
で
あ
っ
て
も
、
一
祉
曾
科
準
的
理
論
と
し
て
は
債

値
少
な
き
も
の
と
考
へ
忍
吾
々
に
と

h
て
は
、
甚
だ
興
味
深
き
、
叉
有
盆
な
る
著
作
で
あ
る
。
私
は
本
論
文
に
於

層
月
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九

互ζ

第
六
務

九



第
宍
放

て
は
、
さ
き
に
堪
ペ
し
主
意
に
従
ふ
て
、
主
と
し
て
同
教
授
の
鴻
替
心
理
詰
を
評
債
せ
ん
と
す
る
ピ
け
で
あ
る
が
、

併
し
夫
れ
は
同
教
授
の
貨
幣
心
理
設
と
同
一
の
原
理
に
基
い
て
構
成
さ
れ
、
且
つ
之
れ
と
甚
花
密
接
な
開
係
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
同
数
授
の
貨
幣
心
理
設
の
根
本
思
想
を
極
簡
単
に
述
べ
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

居
周
替
心
理
説
盟
副
領

第
三
十
六
巻

九

/、

I!H 
O 

ア
ア
タ

y
オ
ン
敷
授
は
千
九
百
十
四
年
か
ら
千
九
百
二
十
六
年
ま
で
の
僻
蘭
西
及
び
欧
洲
の
主
要
諸
闘
の
貨
幣
、

物
債
及
び
鴻
替
の
盤
動
を
五
期
又
は
六
期
に
匝
別
し
て
詳
細
に
調
査
し
、
そ
う
し
て
其
の
最
近
の
経
験
に
照
ら
し

て
、
先
づ
貨
幣
の
理
論

T
批
判
的
に
考
察
し
、
貨
幣
分
量
説
を
排
斥
し
て
、
質
解
所
得
説

(
z
p
b
o号
合
同
町
〈
2=)を

唱
へ
、
更
に
龍
ん
で
貨
幣
心
理
説
を
主
張
し
て
居
る
の
で
あ
毛
が
此
底
仁
主
の
根
本
思
想
を
簡
車
に
述
べ
て
置
く
む

ア
フ

9
H
オ

y
教
授
は
先
づ
貨
幣
償
絡
の
決
定
に
於
け
る
質
的
諸
要
素
と
量
的
諸
要
素
と
の
一
極
別
に
注
目
し
、
貨
品
貯
分
震
設
の
知
〈
量
的
諸
要
素

白
か
を
偏
重
す
る
こ
と
白
正
営
な
b
ざ
る
所
以
を
明
か
に
し
、
突
に
貨
幣
理
論
の
心
理
的
基
礎
と
し
て
、
第
一
に
貨
幣
に
同
着
す
る
質
的
諸
要
素
を

詳
し
〈
一
分
析
し
て
居
る
が
、
其
の
中
で
特
に
重
要
親
し
て
居
る
も
の
は
、
交
換
に
於
け
る
個
人
の
要
求
の
種
々
性
、
貯
蓄
白
性
向
、
及
び
橡
見

2
2

-V24ESる
で
あ
る
P

夫
れ
よ
り
同
教
授
は
貨
幣
債
格
の
境
動
に
於
け
る
質
的
諸
要
素
、
殊
に
橡
見
の
演
ず
る
重
要
な
る
役
目
を
論
究
し
で
、
左
の

如
〈
に
線
括
的
に
論
結
し
て
居
る
。

「
き
れ
ば
最
近
の
経
験
は
、
貨
鮮
の
事
柄
に
関
し
て
、
心
理
的
諮
因
素
の
重
大
な
る
役
目
を
明
か
に
し
て
居
る
、
或
は
寧
ろ
憶
ひ
起
さ
せ
る
、
(
と

一
苫
ふ
の
は
同
じ
教
一
京
は
よ
り
古
い
事
貨
か
ら
も
引
壱
出
し
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
)
。
そ
う
し
て
矯
替
の
鑓
動
、
貨
幣
白
外
部
的
債
値
の
燈
動
に
閲
し

て
は
、
此
白
役
目
は
今
日
で
は
何
人
も
其
の
カ
を
見
損
じ
な
い
郡
白
明
亮
さ
を
以
て
現
は
れ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
併
し
貨
幣
の
内
部
的
債
値
に
閲

し
て
も
、
物
債
の
決
定
及
び
鑓
動
に
関
し
て
も
、
最
近
の
経
験
、
殊
に
矯
替
に
よ
り
て
起
品
物
債
白
運
動
は
、
同
一
回
数
一
不
を
奥
へ
て
居
る
の
で
あ

る
。
一
定
の
場
合
に
於
て
は
、
屡
々
貨
幣
疏
遁
白
旗
め
の
臨
型
化
も
、
直
接
の
蝿
型
化
も
な
し
に
、
矯
替
の
作
用
が
物
債
の
上
に
行
は
れ
る
仕
方
は
、
分

量
設
を
放
棄
し
、
所
得
説
の
如
き
一
の
理
論
を
採
用
す
可
〈
吾
人
を
誘
致
す
る
。
そ
う
し
て
か
ふ
る
理
論
は
貨
幣
の
債
値
の
支
臨
的
因
素
と
し
て
、
流

通
す
る
貨
幣
の
分
量
と
一
苫
ふ
外
部
的
事
貰
で
は
な

f
、
所
得
の
重
要
牲
を
基
礎
と
ナ
る
個
人
的
評
債
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
既
に
甚
だ

心
理
事
的
で
あ
る
の
で
あ
る
。
併
し
鴛
替
の
作
用
が
、
他
の
場
令
即
ち
夫
れ
が
貨
幣
流
通
の
務
め
目
新
し
き
増
加
も
、
所
得
の
務
め
目
新
し
き
増
加



d

L

C
九ン

与
套
京
亡
お

さ
へ
も
起
b
f
し
て
、
物
債
の
直
面
白
運
動
、
貨
幣
の
直
接
の
内
部
的
下
落
を
決
定
す
る
に
至
る
が
如
き
場
舎
に
於
て
、
物
侵
巴
上
に
行
な
は
れ
る

仕
方
は
、
純
心
理
的
諸
国
素
、
純
質
的
諸
因
素
、
主
と
し
て
信
ず
る
ζ

と
や
、
議
見
に
よ
り
て
影
響
さ
れ
て
居
る
心
理
的
秩
序
回
一
努
化
に
、
夏
に
上

P
重
要
な
る
地
位
を
輿
へ
る
貨
幣
白
心
理
畢
的
理
論
に
吾
人
を
導
〈
の
で
あ
る
」
。
司
・
国
民
l
凶
回
印

ー
ア
ア
タ
リ
オ
ン
教
授
は
以
上
漣
ベ
し
加
〈
に
、
貨
幣
心
理
設
の
一
根
本
思
想
を
一
般
的
に
論
遁
し
た
る
後
、
夏
に
債
値
白
一
般
的
理
論
に
結
び
附
け

で
貨
幣
心
理
設
を
詳
し
〈
論
法
し
て
居
る
が
、
先
づ
債
値
及
ひ
需
要
供
給
の
法
則
の
近
代
的
概
念
が
、
貨
幣
論
に
於
て
忘
却
さ
れ
て
居
る
と
と
を
指

摘
し
て
、
此
等
の
概
念
の
貨
幣
論
に
於
け
る
重
要
性
を
強
調
し
、
突
に
貨
幣
心
理
説
を
一
一
一
段
に
分
け
て
約
説
し
て
居
る
。
即
ち
第
一
段
に
於
で
は
市

場
に
於
け
る
貨
幣
の
債
格
が
・
供
給
曲
線
尻
ぴ
需
要
曲
線
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
な
る
を
論
じ
、
第
二
段
に
於
で
は
個
人
に
調
ナ
る
貨
幣
債
値
及

び
其
白
心
理
準
的
基
礎
を
論
究
し
、
第
三
段
に
於
て
は
貨
幣
債
格
の
獲
動
白
諸
図
素
、
崎
沖
替
及
び
貨
幣
流
遁
の
影
響
を
論
究
し
、
更
に
信
用
及
ひ
夫

れ
の
循
環
的
獲
動
の
影
響
、
物
債
の
安
定
等
を
論
究
し
て
、
貨
幣
の
一
般
的
理
論
は
信
用
及
び
銀
行
的
イ
ン
フ
レ

ν
ヨ
ン
及
び
デ
フ
レ

ν
ヨ
〆
の
役

目
宇
、
適
期
的
恐
慌
、
経
源
的
循
環
の
理
論
と
結
び
附
い
て
滑
る
も
の
な
る
を
明
か
に
し
、
終
り
に
友
の
知
〈
述
べ
て
居
る
。

「
併
し
何
れ
の
理
論
の
情
織
に
於
て
も
、
事
貨
が
崎
市
し
七
回
目
る
の
司
、
.
順
々
統
計
的
槻
潔
が
暗
示
し
ナ
沼
'
仰
の
は
、
故
後
の
分
析
に
於
一
L

は
卦
九

四
慾
墓
に
、
耳
目
人
の
債
に
、
王
同
人
の
恐
怖
或
は
吾
人
の
諸
事
に
、
つ
ま
り
心
理
的
諸
困
素
に
訴
へ
て
、
完
全
な
る
知
識
或
は
理
解
を
求
め
る
と
云
ふ

こ
と
で
あ
る
。
線
で
白
場
合
に
於
て
、
貨
幣
に
閲
し
て
は
、
最
近
白
貨
常
的
経
験
が
常
然
に
草
巨
人
を
導
い
て
行
〈
と
思
は
れ
る
の
は
、
上
に
蓮
べ
し

が
如
き
一
の
理
論
、
一
白
心
理
撃
的
理
論
へ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
白
心
理
撃
的
理
論
は
、
既
に
遁
〈
し
慮
に
よ
り
て
明
か
な
る
知
〈
、
債
値
演
は

需
要
供
給
の
法
則
の
近
代
的
概
念
と
調
和
を
保
ヲ
で
居
る
と
同
時
に
、
特
殊
的
場
合
の
あ
ら
ゆ
る
種
身
性
に
も
適
合
す
る
の
で
あ
る
」
。
司
・
同
会

ア
フ
タ

y
オ
ン
教
授
は
最
近
の
貨
幣
的
諸
経
験
に
基
い
て
、
先
づ
以
上
越
ぺ
来
り
し
が
如
き
貨
幣
心
理
設
を
築

き
上
げ
、
突
に
ヤ
A
P
最
近
の
貨
幣
的
経
験
に
基
い
て
、
震
替
心
理
設
を
築
き
上
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
其
の

根
本
的
思
想
は
貨
幣
心
理
詰
と
一
般
的
に
共
通
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

ム
ー
ア
フ
タ
タ
オ
シ
致
授
は
、
最
近
の
貨
幣
的
諸
経
験
に
照
ら
し
て
批
判
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
で
、
今
日

一
般
に
行
は
れ
て
居
る
主
要
な
る
震
替
理
論
、
即
ち
園
際
貸
借
勘
定
説
、
満
替
理
論
と
し
て
の
貨
幣
分
量
話
、
及

層
坤
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九

七

第
六
披

四



居
周
替
心
理
設
評
債

第
三
十
六
巻

九
三
八

第
大
披

問

ぴ
購
買
カ
均
等
説
等
は
、
何
れ
も
其
の
ま
〉
で
は
正
営
と
認
め
特
ら
れ
な
い
所
以
を
明
か
に
し
七
る
後
、
魚
替
心

理
設
を
確
立
せ
ん
と
企

rて
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
翁
替
心
理
説
な
る
も
の
は
、
要
す
る
に
「
園
際
貸
借
説

は
震
替
の
量
的
諸
国
素
の
方
面
か
ら
説
明
を
求
め
る
が
、
併
し
組
て
の
量
的
諸
国
素
を
活
用
し
て
居
な
い
、
又
購

買
力
均
等
設
は
潟
替
の
質
的
諸
国
素
を
重
要
親
す
る
が
、
併
し
綿
て
の
質
的
諸
国
素
を
活
用
し
で
居
な
い
c

『ぜれ

ば
其
等
雨
理
論
炉
融
合
す
る
一
層
贋
大
な
る
一
息
説
、
印
ち
只
其
等
晴
理
論
を
完
全
に
包
宿
す
る
だ
け
で
な
く
、

更
に
業
等
同
理
論
を
合
せ
た
よ
り
も
よ
り
庚
大
な
る
一
率
説
、
只
闘
際
貸
借
の
勘
定
及
び
購
買
力
の
均
等
に
訴
へ

る

rり
で
な
く
、
更
に
茸
(
等
雨
理
論
一
か
看
過
し
て
居
る
一
切
の
他
の
量
的
及
び
質
的
諸
国
索
に
も
訴
へ
ん
と
す
る

一
同
学
誌
を
築
き
上
げ
て
、
以
て
一
の
完
全
な
説
明
に
到
達
せ
ん
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
岡

敬
授
は
右
に
遮
べ
し
が
如
き
主
旨
の
震
替
心
理
設
を
、
先
づ
紙
幣
闘
の
潟
替
に
就
て
築
き
上
げ
ん
と
企
だ
て
、
此

昆
に
同
数
授
は
翁
替
の
心
理
準
的
基
礎
と
し
て
、
先
づ
個
人
的
評
定
或
は
評
債
(
}
而
印

2
5白色。=二
E
E
E
m一}町田)

を
論
究
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
は
在
が
在
の
一
祉
曾
皐
上
か
ら
見
て
、
同
数
授
の
潟
替
心
理
設
を
批
判
せ
ん

と
す
る
に
営
っ
て
、
最
と
も
重
要
現
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ア
フ
タ
リ
オ
ン
数
授
は
個
人
的
評
定
を
先
づ
質
的
方
面
に
就
て
考
察
し
て
居
る
が
、
其
の
論
ず
る
庭
に
よ
る
と
、
紙
幣
圃
の
鴛
替
に
封
し
て
基
本

的
な
問
題
は
、
吾
々
は
何
故
に
外
闘
の
有
償
詮
券
、
ヲ
ま
り
外
国
の
貨
幣
に
謝
し
て
、
一
定
の
代
債
を
排
ふ
こ
と
を
承
認
す
る
か
、
叉
青
々
が
梯
ふ

可

t
承
認
す
る
其
白
伐
債
は
何
に
依
存
ナ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
外
国
の
有
償
詮
券
の
基
礎
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
問
題
で
あ
る
。
キ
う
し
て
吾
々
が

外
圃
の
貨
鮮
に
封
し
て
排
ふ
可
〈
承
認
す
る
代
償
は
、
要
ナ
る
に
吾
々
が
夫
れ
か

b
期
待
す
る
所
の
も
の
に
依
存
す
る
白
で
あ
る
。
然
る
に
外
岡
貨

鮮
は
内
閣
貨
幣
に
よ
り
て
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
白
で
あ
る
か
ら
、
か
〈
て
吾
・
々
が
外
圃
貨
幣
に
封
し
て
掛
ふ
可
〈
承
認
ナ
る
慮
の
志
の
は
、
王
町

h

D
各
々
が
爾
貨
幣
か
ら
期
待
ナ
る
慮
白
も
の
ふ
閥
係
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。



吾
-4

が
外
岡
貨
幣
ι
p
b
期
待
す
る
も
白
は
、
確
か
陀
購
買
カ
で
あ
り
作
る
。
併
し
輸
入
者
の
最
と
も
多
〈
に
射
し
て
は
、
彼
等
が
得
ん
と
ナ
る
購

買
力
は
、
外
圃
に
於
け
る
物
債
白
一
般
的
水
準
か
、
』
生
ず
る
が
知
奇
、
外
圃
貨
幣
白
一
般
的
購
買
カ
と
同
じ
も
の
で
な
い
。
此
虚
に
問
題
と
な
る
の

は
特
殊
購
買
力
、
特
定
白
商
品
を
獲
得
ナ
る
勝
賞
カ
に
し
て
、
か
く
て
外
圃
詮
券
白
評
債
は
、
内
圃
と
外
圃
と
の
物
慎
白
一
般
的
水
準
の
差
異
に
依

寄
ナ
る
の
で
な
〈
、
人
々
が
獲
得
せ
ん
と
ナ
る
英
の
特
定
の
生
産
物
白
内
固
と
外
圃
と
の
債
格
自
問
の
差
異
、
或
は
原
料
司
叩
U

外
圃
に
於
け
る
償
格

と
、
人
々
が
夫
れ
で
製
造
せ
ん
と
ナ
る
生
産
物
の
内
闘
に
於
け
る
債
格
と
亘
書
英
に
、
依
存
す
る
の
で
あ
る
。

外
圃
貨
常
白
一
般
的
購
買
力
と
、
特
定
生
産
物
の
相
当
的
購
買
力
、
或
は
特
磯
購
買
力
、
是
れ
外
国
詮
券
の
個
人
的
評
債
に
既
に
入
り
込
ん
で
居

る
二
つ
の
質
的
要
素
で
あ
る
。
併
し
其
の
外
の
多
数
の
質
的
諸
要
素
も
之
れ
に
加
は
っ
て
一
治
る
。
要
す
る
に
外
岡
貨
併
に
封
す
る
個
人
的
評
定
は
多

載
の
質
的
要
素
に
よ
り
て
制
約
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

突
に
外
圃
貨
幣
の
個
人
的
評
定
は
又
量
的
諸
要
素
、
に
も
依
存
ナ
る
。
そ
う
し
て
止
の
評
定
に
於
て
人
々
の
関
心
ナ
る
白
は
、
走
れ
自
身
に
於
て
の

外
圃
貨
鮮
で
は
な
〈
、
人
々
が
獲
得
せ
ん
と
す
る
特
定
豆
諸
単
位
の
各
々
、
例
へ
ば
各
ド
ル
、
各
時
怖
か
ら
期
待
し
得
る
も
の
で
め
る
。
そ
う
し
て
人

均
が
車
位
田
各
#
か
ら
期
待
ナ
る
也
の
り
、
単
位
の
吸
が
増
加
ナ
る
に
つ
札
て
重
要
性
E
減

T
る
。
効
用
低
減
。
浅
川
崎
比
品
に
も
抱
月
百
れ
A
V
C

か
〈
て
名
人
に
於
て
ド
ル
釦
柑
蜘
7
る
分
量
に
照
贈
す
る
評
定
白
混
滅
ナ
る
見
ケ

I
I
N
、
ド
ル
の
車
位
の
増
加
ナ
る
分
量
に
照
慮
ナ
る
需
要
債
格
の

減
小
ナ
る
曲
線
が
成
立
す
る
。
併
し
且
ケ
I
ル
の
各
度
、
曲
縁
由
各
勤
に
於
て
、
人
h

が
昭
態
ナ
る
単
位
の
裁
に
劃
し
て
挽
ふ
可

f
承
認
ナ
る
債
格

は
、
人
・
々
が
最
後
四
単
位
か
b
期
待
す
る
も
の
に
依
存
ナ
る
。

需
要
曲
糠
は
諸
個
人
民
於
て
、
彼
等
の
慾
望
、
彼
等
白
一
慾
求
、
彼
等
の
資
カ
、
彼
等
の
深
見
、
彼
等
の
投
機
的
精
紳
、
彼
等
白
貯
蓄
心
或
は
彼
等

の
胃
険
心
等
に
臆
じ
て
、
穏
#
異
な
っ
て
居
る
。
夫
れ
は
叉
瞬
間
瞬
間
に
建
は
ヨ
て
行
〈
。
併
し
各
個
人
に
あ
り
で
は
、
又
各
瞬
間
に
於
で
は
、
彼

の
外
周
貨
幣
白
許
僚
は
彼
が
獲
得
す
る
天
れ
の
単
位
か
ら
期
待
す
る
も
の
に
、
依
存
す
る
白
で
あ
る
。

各
個
人
に
甥
ナ
る
外
岡
貨
幣
町
一
債
格
の
基
礎
は
以
上
述
べ
し
が
知
き
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
基
礎
の
中
に
、
か
の
商
品
の
債
格
白
・
甲
に
効

用
及
び
稀
少
性
が
入
り
込
む
却
〈
、
質
的
及
び
量
的
諸
要
素
が
入
り
込
み
、
且
ワ
相
結
合
す
る
。
併
し
量
的
典
料
は
只
最
後
白
車
位
、
即
ち
夫
れ
白

評
定
が
決
定
的
で
あ
る
で
あ
ら
う
属
白
最
後
の
単
位
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
で
あ
る
う
か
を
確
定
す
る
矯
め
に
の
み
干
渉
ナ
る
だ
け
で
あ
ワ
て
、

か
〈
て
或
意
味
に
於
て
は
、
人
々
は
其
白
根
援
に
於
て
只
評
定
、
即
ち
一
切
の
商
品
の
債
格
の
最
根
木
的
基
礎
で
あ
る
と
同
じ
〈
外
圃
貨
幣
の
債
格

白
最
根
本
基
礎
で
あ
る
届
の
も
?
官
、
見
出
ナ
だ
け
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

人
止
は
現
代
貨
幣
的
経
験
白
光
P
に
照
b
し
て
ρ

鴛
替
の
問
題
に
於
て
は
心
理
畢
的
関
素
と
稗
せ
ら
れ
で
居
る
も
の
、
信
用
或
は
信
頼
宇
、
議
見

震
替
心
理
説
許
債

第
三
十
六
巻

九
三
九

第
六
時
抗

四



舜
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
四

O

第
六
披

四
回

な
ぞ
の
甚
だ
重
要
な
る
を
屡
々
強
調
し
て
居
る
。
併
し
傍
替
は
個
人
的
評
定
。
つ
ま
り
な
最
後
の
単
位
の
評
定
に
於
て
、
夫
れ
の
墓
礎
を
有
ナ
る
も

の
で
あ
る
か
与
、
五
日
人
は
矯
替
の
理
論
会
憶
は
一
の
心
理
接
的
理
論
で
あ
る
と
、
考
へ
得
る
の
で
あ
る
。

-
v
M
U
-
-
N
S

ア
ア
タ
リ
J

オ
ン
致
授
は
以
上
遮
べ
し
加
〈
先
づ
魚
替
の
心
理
的
基
礎
の
究
明
に
よ
り
て
、
震
替
の
理
論
は
本
質

的
に
心
理
準
的
で
あ
る
可
き
所
以
を
明
か
に
し
て
居
る
が
、
夫
れ
よ
り
次
に
市
場
に
於
け
る
翁
替
の
債
格
、
或
は

奥
へ
ら
れ
た
る
瞬
間
に
於
て
確
立
き
れ
る
矯
替
の
唯
一
の
時
債
或
は
相
場
は
、
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
論

究
し
、

(
℃

-
M
g
1
8
3
・
次
に
鋳
替
の
盤
動
の
諸
因
素
を
論
究
し
て

(七

-uglω
留
)
以
て
紙
幣
闘
に
於
け
る
潟
替

に
就
て
、
震
替
の
心
理
皐
的
理
論
を
大
成
し
、
更
に
夫
れ
よ
り
重
要
な
る
種
々
の
差
異
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
に

拘
ら
争
、
同
一
の
心
理
準
的
理
論
が
金
貨
闘
に
於
け
る
潟
替
に
も
本
質
的
に
は
適
用
し
得
ら
れ
る
こ
と
を
論
究
し

(
℃

S
U
|
宮
山
)
終
り
に
債
値
の
一
般
的
理
論
と
震
替
の
心
理
準
的
理
論
と
の
聞
係
を

(℃・

2
A
l
E
J「)
論
過
し
て

居
る
。

ア
フ
タ
リ
オ
ン
教
授
の
府
庁
替
心
理
説
に
就
て
、
私
が
右
に
蓮
べ
し
其
の
理
論
的
基
礎
及
び
一
般
的
輪
廓
以
上
の
詳
細
な
貼
に
閲
し
て
は
、
き
曹
に

拳
げ
し
谷
口
博
士
の
本
雑
誌
昨
年
十
二
月
時
酬
の
論
文
中
に
謹
べ
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
此
底
で
は
重
ね
て
述
べ
る
こ
と
を
省
い
て
置
〈
。
併
し
ア
フ
タ

リ
オ
ン
教
授
の
傍
替
心
理
説
は
、
日
ハ
鴛
替
現
象
を
心
理
墜
的
に
説
明
せ
ん
と
す
る
だ
け
に
止
主
る
も
の
で
な
〈
、
更
に
深
大
な
る
理
論
的
意
義
を
有

ナ
る
も
の
な
る
を
一
疋
す
矯
め
に
、
同
教
授
が
最
後
に
論
泊
し
て
居
る
債
値
の
一
一
般
的
理
論
と
鴛
替
心
理
説
と
の
関
係
の
大
要
を
左
に
漣
べ
て
置
〈
。

A
1
傍
替
の
理
論
の
研
究
は
、
貨
幣
白
理
論
の
研
究
と
大
な
る
平
行
線
を
着
い
で
居
る
。
そ
う
し
て
鴛
替
に
封
し
で
も
貨
幣
に
謝
す
る
と
同
じ

f
、

最
近
の
貨
幣
的
事
賓
と
矛
盾
す
る
支
問
的
諸
理
論
は
、
多
〈
白
監
に
於
て
又
債
格
或
は
需
要
供
給
の
法
則
の
近
代
的
概
念
か
ら
も
遠
ざ
か
っ
て
居
る
。

併
し
叉
其
等
の
近
代
的
概
念
を
遵
奉
す
る
こ
と
が
、
多
〈
の
人
々
に
於
て
、
全
憶
と
し
て
は
債
格
或
は
需
要
供
給
の
時
代
後
れ
の
会
式
を
遁
用
せ
る

も
の
に
過
ぎ
な
い
古
い
鴛
脊
設
を
、
頑
固
に
保
持
す
る
を
妨
げ
て
居
な
い
と
云
ふ
様
な
事
態
が
、
屡
々
現
は
れ
て
居
る
。
さ
は
れ
帰
替
の
基
礎
と
俣

格
D

一
般
的
基
礎
と
D
関
白
必
然
的
合
致
に
頓
着
し
な
い
様
な
理
論
は
司
営
然
不
完
全
で
あ
b
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
し
て
論
理
的
推
論
が
強
制
し
得



な
か
ワ
た
矯
替
の
特
殊
的
理
論
と
債
格
或
は
物
債
の
一
般
的
理
論
と
の
比
四
調
和
化
は
、
今
宇
鴛
替
論
に
於
て
も
、
貨
幣
論
に
於
け
る
と
同
じ
〈
、

最
近
白
貨
幣
的
経
験
に
よ
り
て
V

宇
を
な
し
に
成
就
さ
れ
て
来
た
。
出
円
ほ
熔
替
に
閲
し
て
は
、
恐
ら
く
は
捜
て
の
他
の
問
題
に
闘
し
で
よ
り
以
上
に
、

今
や
人
h

は
只
債
格
及
び
物
債
の
近
代
的
諸
理
論
白
木
質
的
穂
村
杭
を
構
成
す
る
心
理
由
学
的
諸
原
理
に
遡
る
と
と
に
よ
り
で
の
み
、
複
雑
な
、
建
は
り

日
揮
さ
現
貰
を
説
明
し
づ
λ

あ
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
漣
べ

L
如
〈
・
鴛
替
に
闘
し
で
も
貨
常
に
闘
す
る
と
同
じ
〈
、
苦
・
々
は
事
貨
に
導
か
れ
て
一
一
一
段
の
説
明
を
試
み
た
。
郎
ち
第
一
段
陀
於
て

は
、
市
場
に
於
け
る
然
替
の
直
接
法
則
と
し
て
、
物
債
の
ス
ケ
ー
ル
に
接
合
さ
れ
た
る
需
要
供
給
の
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
解
さ
れ
た
る
需
要
供
給
の
均

衡
を
究
明
し
、
第
二
階
段
に
於
て
は
、
鴛
替
即
ち
外
岡
貨
幣
の
債
格
の
基
礎
と
し
て
、
又
此
の
債
格
の
個
人
的
評
定
の
基
礎
と
し
て
、
各
個
人
が
外

周
貨
幣
の
最
後
の
単
位
か
ら
期
待
す
る
満
足
を
究
明
し
、
第
一
一
一
段
に
於
で
は
有
田
矯
替
の
基
礎
、
井
に
需
要
及
び
供
給
の
曲
線
に
作
用
す
る
縄
て
の

因
素
、
岡
際
貸
借
勘
定
、
貨
幣
流
通
、
岡
崎
家
の
政
策
及
び
議
見
等
を
論
究
し
た
。
捕
縄
亡
此
等
の
諸
段
に
於
て
、
量
的
諸
問
素
と
質
的
諸
困
索
、
稀
少

性
占
許
紘
.
外
部
的
現
象
と
心
期
的
動
機
と
か
相
結
合
さ
れ
て
居
る
。
か
〈
の
知
〈
に
し
て
吾
々
は
此
庭
に
、
一
切
白
煙
務
的
理
論
の
欲
求
ナ
る
統

一
一
性
と
、
何
れ
の
縄
海
向
車
的
理
論
に
於
て
も
必
要
な
る
事
賢
と
の
合
致
と

E
和
合
し
た
の
で
あ
る
。

剛
者
何
れ
も
最
近
貨
情
的
絡
験
の
教
〔
か

b
成
熟
せ

Z
呆
貨
と
し
て
、
此
庭
医
塁
出
さ
れ
た
る
貨
鮮
の
心
理
撃
的
理
論
と
得
替
の
心
理
事
的
理
論

と
は
、
是
ま
で
論
じ
市
吊
れ
る
慮
に
よ
り
で
明
か
な
る
知

f
、
貨
幣
及
び
鴛
替
の
性
買
に
よ
り
て
必
要
、
と
な
る
遁
嘗
な
る
制
限
を
加
へ
て
考
ふ
れ
ば
、

債
値
目
一
近
代
心
理
皐
理
論
に
弗
だ
よ
〈
遁
醸
し
て
〈
る
の
で
あ
る
。
品
川
ほ
債
値
の
近
代
心
理
準
的
理
論
は
、
右
白
雨
理
論
と
も
ヲ
ま
り
は
貨
幣
及
び

鴛
替
に
於
け
る
夫
れ
の
単
な
る
臆
用
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
思
は
れ
る
程
の
大
な
る
光
り
を
、
極
端
問
撃
の
他
の
多
く
の
諸
問
題
の
上
に
も
投
じ
て
居
る

の
で
あ
る
o

t

日広
l
u
町

ア
フ
タ

9
オ
シ
敢
授
の
怨
替
心
理
設
の
理
論
的
異
義
は
如
何
な

与
も

ωで
あ
る
か
は
、
大
膿
上
明
か
に
皐
ぴ
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
要
す
る
に
夫
れ
は
、
同
教
授
が
債
値
の
近
代
心

却
誼
筒
軍
な
が
ら
以
上
越
ベ
し
虞
に
よ
h
，士、

理
準
的
理
論
と
認
め
る
限
界
致
用
設
を
、
最
近
貨
幣
的
経
験
の
光
h
ノ
に
照
ら
し
て
鴻
替
現
象
の
研
究
に
適
用
し
、

之
を
心
理
準
的
に
精
妙
に
説
明
ぜ
ん
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
同
教
授
の
潟
替
心
理
誌
な
る
も
の
も
、
根
本

的
に
は
只
債
値
原
理
の
み
に
よ
り
て
、
駕
替
現
象
を
究
明
し
壷
く
さ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
、
経
持

鴛
替
心
理
設
許
債

第
三
十
六
巻

九
四

第
大
波

四
五
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九
四

第
六
貌

岡

ノ、

率
理
論
の
方
法
論
上
よ
り
見
れ
ば
、
高
田
博
士
が
債
格
の
勢
力
説
民
於
て
債
値
原
理
の
外
に
勢
力
原
理
を
認
め
て
、

之
を
大
に
強
調
さ
れ
て
居
る
の
に
比
し
て
、

一
歩
劣
れ
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
併
し
詳

し
く
吟
味
し
て
見
る
と
.
ア
フ
タ

y
オ
ン
敢
授
は
、
高
田
博
士
が
勢
力
原
理
の
中
に
、
さ
き
に
逓
ペ
し
如
〈
に
、

在
が
債
値
原
理
及
び
勢
力
原
理
の
外
に
第
三
原
理
と
し
て
認
め
ん
と
す
る
も
の
の
一
、
郎
ち
在
日
か
ヤ
A

ソ
さ
言
一
に

通
ぺ
し
が
如
き
意
味
に
で
、
タ

I
M
F
F
の
読
を
根
本
的
に
修
正
し
て
確
立
し
、
模
倣
原
理
と
構
ぜ
ん
と
す
る
も
の

を
、
混
交
さ
れ
て
居
る
よ
り
も
以
上
に
、
債
値
原
理
の
中
に
模
倣
原
理
を
混
交
さ
れ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
ぞ
う

し
て
其
の
事
が
つ
ま
り
ア
ア
タ
リ
オ
ン
教
授
の
震
替
心
理
設
営
し
て
、
微
妙
な
色
彩
を
後
揮
さ
せ
、
或
は
微
妙
な

香
気
を
毅
散
さ
せ
て
居
る
の
で
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。
併
し
忍
は
経
持
率
理
論
の
方
法
論
上
か
ら
見
て
、
高

田
博
士
が
勢
力
原
理
の
中
に
摸
倣
原
理
を
混
交
し
、
雨
者
を
判
然
区
別
さ
れ
な
い
の
は
分
析
不
足
と
考
へ
る
k
同

じ
く
、
ア
ア
タ
η
ノ
オ
ン
敢
授
が
債
値
原
理
の
中
に
摸
徴
原
理
を
混
交
し
、
雨
者
を
判
然
匝
別
さ
れ
な
い
の
も
、
ヤ

A
Y
分
析
不
足
で
あ
る
と
考
へ
る
。
宵
ほ
同
敢
授
が
勢
力
原
理
を
一
の
濁
立
な
原
理
と
認
め
ら
れ
て
居
な
い
の
は
、

高
田
博
士
に
比
し
て
よ
り
多
〈
分
析
不
足
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
。
要
す
る
に
在
は
高
田
博
士
が
勢
力

原
理
中
に
混
交
さ
れ
て
居
る
模
倣
原
理
を
、
勢
力
原
理
か
ら
引
き
出
し
て
勢
力
原
理
を
純
化
す
る
と
同
時
に
、
摸

倣
原
理
を
一
の
濁
立
な
る
原
理
と
し
て
精
線
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
へ
る
と
同
じ
く
、
ア
ア
タ

y
オ
ン
敢

授
が
債
値
原
理
中
に
混
交
さ
れ
て
居
る
摸
徴
原
理
念
、
債
値
原
理
か
ら
引
き
出
し
て
、
債
値
原
理
を
純
化
す
る
と

同
時
に
、
摸
倣
原
理
4

伊
二
の
濁
立
な
る
原
理
と
し
て
精
練
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
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今
ア
ア
タ

y
オ
ン
敢
授
が
潟
替
心
理
設
に
於
て
根
本
的
な
心
理
的
因
素
と
認
め
ら
れ
て
居
る
色
の
は
、
さ
き
に

遁
ベ
し
蕗
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
如
〈
、
同
敢
授
が
個
人
的
評
定
と
か
、
個
人
的
評
債
と
か
帯
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で

あ
る
リ
そ
う
し
て
同
数
授
が
個
人
的
評
定
と
か
、
個
人
的
評
債
と
か
稗
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
、
業
の
名
稗
に
よ

り
て
明
か
に
察
知
さ
れ
る
如
く
、
私
が
世
曾
的
債
値
判
断
作
用
或
は
枇
舎
的
評
債
作
用
と
帯
し
て
居
る
も
の
の
一

種
と
、
認
め
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
同
激
授
が
個
人
的
評
定
と
か
、
個
人
的
評
債
と
か
帯
し
て
居
る
も
の

を
、
具
韓
的
な
場
合
に
就
て
詳
し
く
吟
味
し
て
見
る
と
、
夫
れ
は
決
し
て
在
が
純
粋
な
意
味
に
て
、
世
曾
的
評
債

作
用
と
捕
し
て
居
る
が
加
き
-b
の
で
な
く
し
て
、
種
々
な
る
度
合
に
於
て
、
私
が
模
倣
作
用
と
縛
し
て
居
る
も
の

hr-
川
山
中
党
)
て
用
る
も
の
で
あ
る
こ
に
が
概
破
3
れ
る
。
此
庇
じ
私
以
此
の
事
を
‘
同
数
授
が
葉
の
著
書
中
に
言
遮

さ
れ
て
居
る
こ
左
ル
ニ
々
吟
味
し
て
謹
明
し
た
い
と
思
ふ
炉
、
業
の
暇
は
な
く
な
っ
た
か
ら
、
請
者
自
か
ら
同
教

授
の
著
書
に
就
て
、
之
を
試
み
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
置
〈
。
そ
う
し
て
此
虞
で
は
私
が
摸
倣
作
用
と
か
、
摸

徴
原
理
と
か
帯
す
る
も
の
を
、
本
雑
誌
本
年
二
月
暁
の
拙
稿
に
於
て
遁
ぺ
し
以
上
に
、
紙
面
の
詐
す
限
り
梢
々
詳

し
〈
論
述
し
て
、
在
が
債
値
原
理
及
び
勢
力
原
理
か
ら
直
則
さ
れ
る
可
き
一
原
理
主
し
て
摸
般
原
理
を
重
要
現
す

る
所
以
や
、
又
夫
れ
が
債
値
原
理
と
も
亦
勢
力
原
理
と
も
混
交
さ
れ
易
き
所
以
、
換
言
す
れ
ば
夫
れ
が
債
値
原
理

中
に
嬬
取
さ
れ
易
き
所
以
ゃ
、
又
勢
力
原
理
中
に
揖
取
き
れ
易
き
所
以
を
明
か
に
し
て
、
ア
ア
タ
タ
オ
シ
数
授
の

品
凋
替
心
理
設
の
異
義
と
共
に
、
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
設
の
異
義
を
評
慣
し
て
置
き
た
い
正
思
ふ
。

』

v

私
は
本
雑
誌
本
年
二
月
競
の
拙
稿
申
に
謹
ペ
し
如
ぺ
、
純
科
準
と
し
て
の
枇
舎
準
及
ぴ
其
他
一
一
切
の
一
祉
曾
科
皐

勝
周
替
心
理
説
評
債
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十
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九
四
三

第
六
裁

四
七
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一
切
の
枇
舎
的
現
貫
態
或
は
枇
曾
現
象
を
究
明
す
る
根
本
原
理
は
、
私
が
今
日
ま
で
に
到
達
し
た
所
で

は
少
な
く
と
も
三
つ
あ
る
と
考
へ
、
業
の
一
は
債
値
原
理
、
其
の
こ
は
勢
力
原
理
、
業
の
三
は
砲
が
前
二
者
に
封

立
さ
せ
て
慶
く
不
反
省
的
原
理
と
稗
せ
ん
L
』
す
る
色
の
で
あ
る
と
認
め
あ
。
併
し
此
慮
で
は
只
不
反
省
前
原
理
に

付
て
、
少
し
詳
し
く
論
越
す
る
ガ
け
に
止
め
名
。

に
於
て
、

在
は
さ
き
に
述
べ
し
如
〈
に
、
在
が
不
反
省
的
原
理
と
鱒
帯
す
る
も
の
を
、
更
に
根
本
的
に
二
種
に
大
別
す
る
。

其
の
一
は
一
の
心
が
他
の
心
か
ら
・
奥
へ
ら
れ
た
る
刺
激
、
即
ち
や
や
具
睦
的
に
一
耳
へ
ば
表
象
、
観
念
、
戚
情
、
意

跡
、
行
劃
等
ケ
ゲ

}
U

不
瓦
省
的
に
芸
の
憶
に
受
容
す
あ
作
用
.
砲
が
h
y
l
y
ド
の
模
倣
の
概
念
を
摘
一
営
に
制
限
し
て

規
定
し
た
る
意
味
に
て
、
摸
倣
作
用
と
稗
せ
ん
と
す
る
も
の
に
卸
し
て
立
て
ら
れ
る
一
原
理
、
在
が
便
宜
上
横
徴

原
理
と
稗
ぜ
ん
と
す
る
も
の
、
其
の
二
は
一
の
心
が
他
の
心
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
る
刺
激
を
不
反
省
的
に
業
の
催
に

排
斥
す
る
作
用
、
在
が
不
反
省
的
排
斥
作
用
と
耕
せ
ん
と
す
る
も
の
に
卸
し
て
立
て
ら
れ
る
一
原
理
、
私
一
炉
便
宜

上
不
反
省
的
排
斥
原
理
と
帯
せ
ん
と
す
る
も
の
。
此
の
在
が
不
反
省
的
排
斥
作
用
と
帯
す
る
も
の
は
、
タ

I
M
F
ド

を
始
め
業
他
の
何
れ
の
祉
曾
皐
者
色
、
ま
だ
n
公
式
化
し
て
は
確
立
せ
ん
と
企
だ
て
な
か
っ
た
色
の
に
し
て
、
荘
一
か

不
反
省
的
原
理
と
緯
帯
す
る
も
の
全
瞳
を
論
遇
す
る
に
営
つ
て
は
、
在
の
大
に
重
要
親
し
て
論
述
し
て
居
忍
も
の

で
み
る
が
、
併
し
ア
フ
タ
9
オ
シ
数
授
の
震
替
心
理
設
を
方
法
論
的
に
評
債
せ
ん
と
す
る
に
於
て
は
、
直
接
に
重

要
な
る
は
、
此
の
不
反
省
的
排
斥
原
理
で
は
な
く
し
て
、
不
反
省
的
受
容
原
理
、
郎
ち
在
炉
提
徴
原
理
と
帯
し
て

居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
鹿
で
は
只
後
者
に
就
て
論
越
す
る
だ
け
に
止
め
る
。



今
私
は
摸
倣
作
用
を
更
に
皐
純
摸
倣
と
優
勝
摸
倣
と
に
匝
別
す
る
に
准
じ
て
、
摸
倣
原
理
を
も
ヤ

A
P
輩
純
摸

徴
原
理
と
優
勝
摸
徴
原
理
と
に
直
別
し
た
い
と
忠
ふ
。
但
し
此
の
匝
別
は
摸
倣
の
雨
極
に
於
て
は
判
然
立
て
得
ら

れ
る
が
、
併
し
葉
の
中
間
に
は
無
限
な
段
階
が
存
在
す
る
の
で
、
具
瞳
的
な
摸
徴
に
就
て
雨
者
の
何
れ
に
麗
す
る

か
を
、
判
然
決
定
し
得
ら
れ
な
い
場
合
は
少
な
〈
な
い
。
要
す
石
に
此
の
匝
別
は
論
理
的
理
想
典
型
上
の
匝
別
で

あ
石
の
で
あ
る
。

程
一
炉
閥
単
純
摸
倣
と
講
す
る
色
の
は
、

一
の
心
が
他
の
心
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
る
刺
激
を
、
不
反
省
的
に
業
の
憶
に

受
容
す
ふ
こ
と
合
意
味
す
あ
の
で
、
暗
示
心
理
皐
に
於
て
は
、
暗
示
戚
慢
の
後
動
す
る
最
と
も
頴
著
な
、
或
は
間
十

純
な
場
合
と
し
て
研
究
主
れ

t
府
る

b
の
、
又
精
紳
病
醐
伊
N
J
の
h
J
1
H
H
h

柑
刊
崩
御
州
到
の
劇
薬
な
、
或
は
単
純
な
場

合
と
し
て
研
究
さ
れ
て
居
る
も
の
、
又
催
眠
術
の
研
究
に
あ
り
で
は
、
催
眠
現
象
の
車
純
な
場
合
と
し
て
取
扱
は

れ
て
居
る
も
の
、
か
〈
て
其
の
貫
例
は
其
等
の
科
皐
上
の
著
書
論
文
中
に
、
無
数
に
見
出
し
得
ら
れ
号
色
の
で
あ

る
。
併
し
暗
示
心
理
拳
者
や
、
精
神
病
率
者
や
、
催
眠
術
研
究
者
は
二
般
に
暗
示
現
象
、
或
は
精
神
侍
染
現
象
、

或
は
催
眠
現
象
、
即
ち
在
が
庚
〈
摸
倣
現
象
と
組
溝
せ
ん
と
す
石
色
の
に
於
て
、
在
が
立
て
ん
と
す
る
車
純
摸
徴

と
優
勝
摸
倣
と
の
匝
別
伝
承
認
せ
や
、
雨
者
を
雑
然
混
交
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
在
は
少
な
く
も

原
理
的
に
は
、
雨
者
の
聞
に
一
の
重
要
な
る
差
異
を
認
め
て
、
雨
者
を
直
別
す
る
こ
と
が
理
論
上
甚
だ
肝
要
で
あ

る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

在
が
単
純
摸
徴
か
ら
匝
別
し
て
優
勝
摸
徴
と
溝
せ
ん
と
す
石
も
の
は
、
外
部
的
に
見
れ
ば
別
に
軍
純
摸
徴
と
は

鴛
替
心
理
設
許
債

第
三
十
六
巻

九
四
五
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異
な
ら
な
い
も
の
の
蜘
〈
に
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
内
部
的
に
分
折
す
る
と
、
業
の
聞
に
重
要
な
る
差
異

が
あ
る
こ
と
が
後
見
さ
れ
る
。
此
蕗
で
詳
し
く
雨
者
の
差
異
を
論
述
し
て
居
る
暇
は
な
い
か
ら
、
只
一
般
的
に
諭

遇
す
る
だ
け
に
止
め
る
が
、
要
す
る
に
志
の
考
へ
る
慮
に
よ
れ
ば
、
車
純
模
倣
に
あ
り
で
は
、

一
の
心
或
は
有
心

一
定
の
保
件
の
下
で
不
反
省
的
に
其
の
憧
に
受
け
容
れ

物
が
他
の
心
或
は
有
心
物
か
ら
奥
れ
へ
ら
た
る
刺
激
を
、

る
に
営
っ
て
、
即
ち
曜
純
に
摸
倣
す
る
に
ゆ
旧
っ
て
、
其
の
刺
激
営
興
へ
る
他
の
心
或
は
有
心
物
ド
蝋
到
し
1
激
め
会

保
何
等
の
考
~
を
も
抱
い
て
居
な
い
。

そ
っ
し
て
一
定
の
峰
件
$
へ
具
は
れ
ば
、
刺
激
伝
慨
ヘ
ふ
仙
の
、
山
政
は
有

心
物
の
何
た
る
や
を
聞
は
や
、
夫
れ
か
ら
奥
へ
ら
れ
た
る
刺
激
を
、
不
反
省
的
に
其
億
に
受
け
容
れ
る
、
即
ち
車

純
に
摸
倣
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
優
勝
摸
徴
に
あ
り
て
は
、
夫
れ
と
異
な
hJ
て
刺
激
を
奥
へ
る
他
の
心
或
は
有

心
物
が
、
議
め
全
般
的
に
又
は
特
定
の
方
面
に
於
て
優
勝
性
を
認
め
ら
れ
て
居
る
、
そ
う
し
て
夫
れ
が
鴻
め
に
、

其
の
心
或
は
有
心
物
の
奥
へ
る
刺
激
炉
、
無
批
判
的
不
反
省
的
に
実
優
に
摸
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
花
が
此

の
種
の
摸
倣
を
盟
・
純
摸
倣
か
ら
区
別
し
て
、
優
勝
摸
散
と
購
せ
ん
'
と
す
る
所
以
で
あ
る
J

要
す
る
に
優
勝
模
倣
に

あ
り
て
、

一
の
心
或
は
有
心
物
が
他
の
心
或
は
有
心
物
が
奥
へ
る
刺
激
を
、
不
反
省
的
に
其
の
憧
に
受
け
容
れ
る

の
は
、
是
れ
刺
激
を
奥
へ
る
他
の
心
或
は
有
心
物
に
、
輪
島
め
優
勝
性
を
認
め
て
居
る
が
矯
め
で
あ
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
優
勝
摸
散
は
債
値
判
断
或
は
評
債
と
直
ち
に
混
交
さ
れ
易
い
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
問
題
に
就
て
は
後
に

論
争
る
こ
と
と
し
て
、
此
虞
で
は
在
が
優
勝
模
倣
と
蒋
す
る
も
の
は
、
と
に
か
く
単
純
摸
徴
か
ら
匝
別
さ
れ
て
、

一
般
的
に
は
右
に
遁
ぺ
し
が
如
き
も
の
を
意
味
す
る
と
認
め
て
置
い
て
、
更
に
稿
々
詳
し
き
説
明
を
之
れ
に
加
へ



て
置
き
た
い
と
思
ふ
。

私
は
本
雑
誌
本
年
二
月
競
の
拙
稿
中
に
過
ぺ
し
加
〈
、

一
切
の
枇
曾
的
現
貫
態
或
は
枇
曾
現
象
の
元
素
的
事
貫

は
、
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相

E
閥
係
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
今
此
の
相
互
作
用
及
び
相
互
関
係
は
、

原
本
的
に
は
こ
つ
の
心
或
は
有
心
物
或
は
人
聞
の
聞
に
行
は
れ
、
叉
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
の
で
、

か
く
て
私
は
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相
互
閥
係
の
原
本
的
形
式
を
、
二
心
形
式
(
或
は
ニ
心
関
係
)
、
封
形
式

(
或
は
封
閲
係
て
二
人
形
式
(
或
は
二
人
開
係
)
と
帯
せ
ん
'
と
す
る
の
で
あ
る
。
但
し
在
の
見
る
慮
に
よ
れ
ば
、
近

来
構
逸
の
枇
曾
闇
宇
田
介
に
於
て
〈

2
宅一巾凹巾

一
振
の
人
々
や
、
吋
一
〕

gE-"
の
早
川
内
『
な
ぞ
，
か

F
N一巾
E
g
m
の
一
形
式

JJE
王"
H
A
日
凡

J
c
d
る
仕
出
川
v

即日

EIs--r
一
-
H
4

，l
i
v
E
P
J

，
f

な
る
も
の
は
、
悲
の
一
割
関
係
戒
は
ニ

λ
聞
係
と
時
相
す
る
も
の
の
一
の
特
殊

な
形
態
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
忍
の
で
、
在
の
立
場
か
ら
其
等
の
人
々
の
所
設
を
批
判
し
評
慣
す
る
事
は
、
興
味

あ
る
一
問
題
で
あ
る
と
思
ふ
炉
、
此
慮
で
は
之
れ
に
論
及
す
る
暇
は
な
い
。

在
は
右
に
遁
べ
し
如
く
、
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相
互
関
係
は
原
本
的
に
は
二
人
閥
係
或
は
費
関
係
に
於

て
行
は
れ
、
又
構
成
さ
れ
る
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
心
と
心
と
の
相
互
作
用
及
び
相
互
閥
係
は
、
複
雑

な
る
費
蓬
を
成
就
す
る
に
随
ふ
て
、
種
々
な
る
形
式
に
於
て
現
は
れ
て
く
る
。
そ
う
し
て
在
は
特
に
優
勝
摸
般
に

闘
し
て
は
、

一
般
的
に
之
を
左
の
四
形
式
に
大
別
し
た
い
と
思
ふ
。

個
人
的
優
勝
摸
倣

(3) (1) 

場
所
的
優
勝
模
倣

(4) (2) 

集
図
的
優
勝
摸
故

時
代
的
優
勝
摸
徴

層
舟
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
四
七

第
六
時
現

王E



居
片
替
心
理
設
評
債

第
三
十
六
巻

九
四
八

第
六

競

五

個
人
的
優
勝
摸
散
と
云
ふ
は
、
つ
ま
り
一
の
心
或
は
一
佃
人
炉
、
全
般
的
に
又
は
何
れ
か
の
特
定
の
方
面
に
於

て
他
の
個
人
に
優
勝
性
を
認
め
、
そ
う
し
て
夫
れ
が
矯
め
に
芙
の
個
人
が
奥
へ
る
刺
激
を
、
不
反
省
的
に
葉
僅
に

受
容
す
る
こ
と
、
郎
ち
摸
倣
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
例
へ
ば
生
徒
が
皐
識
又
は
人
格
に
於
て
優
勝

性
を
認
め
て
、
骨
骨
敬
す
る
先
生
の
云
ふ
事
又
は
震
す
事
に
は
、
何
等
の
批
判
を
も
加
へ
や
、
不
反
省
的
に
業
の
憧

に
之
を
模
倣
す
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。
同
様
な
事
態
は
宗
散
家
と
信
者
と
の
聞
や
、
人
格
者
と
裳
の
崇
拝
者
と

の
聞
に
於
て
も
見
出
き
れ
る
の
で
、
在
は
一
一
般
に
無
言
の
戚
化
と
か
、
人
格
的
戚
化
と
か
耕
せ
ら
れ
て
居
る
も
の

の
大
部
分
は
、
つ
ま
り
優
勝
摸
般
の
結
果
を
意
味
す
る
色
の
正
解
し
て
居
忍
の
で
あ
J
4
G
O

集
囲
的
優
勝
摸
散
と
は
、
優
勝
性
を
認
め
ら
れ
た
る
一
定
の
吐
曾
的
集
圏
、
例
へ
ば
一
定
の
身
n
?
と
か
、

定

の
階
統
と
か
、

一
定
の
職
業
人
左
か
、

一
定
の
専
門
家
と
か
云
ふ
が
如
き
、

一
定
の
枇
曾
的
集
圏
内
に
於
て
抗
〈

行
は
れ
て
居
る
こ
と
が
、
枇
舎
一
般
に
劃
し
て
刺
激
と
し
て
奥
へ
ら
れ
る
場
合
、
或
は
か
か
る
祉
舎
的
集
囲
が
推

賞
す
る
も
の
と
し
て
枇
曾
一
般
に
奥
へ
ら
れ
た
る
刺
激
が
、
世
舎
一
般
に
よ
り
て
何
等
の
批
判
も
加
へ
ら
れ
?
に
、

不
反
省
的
に
葉
の
催
に
摸
徴
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
あ
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
身
分
的
世
曾
に
あ
り
で
は
貴
族
は

最
と
も
優
勝
な
る
身
分
と
し
て
曾
敬
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
何
ん
で
も
貴
族
聞
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
、
単
に
貴

族
的
な
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
理
由
の
み
で
、
何
等
の
批
判
反
省
を
も
加
へ
ら
れ
や

J

に
、
其
の
憧
に
町
人
及
び
其
他
の

身
分
の
人
々
に
よ
り
て
、
許
さ
れ
た
る
範
圏
内
に
於
で
出
来
る
た
け
、
又
は
多
少
様
式
を
夏
へ
て
模
倣
さ
れ
て
居

る
。
又
階
統
的
世
舎
に
あ
り
で
は
始
め
は
所
謂
プ

1
Y
ヂ
ヨ
ア
階
殺
が
優
勝
な
る
階
艇
と
し
て
曾
敬
さ
れ
て
居
に



か
ら
、
何
ん
で
も
業
の
中
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
、
只
央
れ
だ
け
の
理
由
に
よ
り
て
無
批
判
的
不
反
省
的
に
其
の

僚
に
、
他
の
諸
階
級
に
よ
り
て
摸
倣
さ
れ
て
居
る
。
然
る
に
近
来
抽
労
働
者
階
紐
が
段
々
に
優
勝
性
を
認
め
ら
れ
る

に
至
っ
て
、
勢
働
者
階
扱
聞
に
は
所
調
プ

1
Y
ヂ
ヨ
ア
階
経
内
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
、
軍
に
夫
れ
行
け
の
理
由

に
よ
り
て
排
斥
さ
れ
、
剖
ち
私
が
劣
悪
排
斥
と
離
す
る
作
用
が
行
は
れ
て
く
る
と
同
時
に
、
又
一
労
働
者
階
級
内
に

行
は
れ
て
居
る
こ
と
は
、
車
に
夫
れ
だ
け
の
理
由
に
よ
り
て
、
無
批
判
的
不
反
省
的
に
其
の
優
に
摸
倣
さ
れ
る
傾

向
が
畿
達
し
て
居
る
。
我
圃
に
於
て
も
左
問
者
の
聞
に
は
、
崎
労
働
者
の
服
装
や
、
作
法
や
、
所
作
や
、
言
葉
ま
で

も
摸
倣
す
る
人
々
が
益
々
一
増
加
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
そ
う
し
て
勢
働
裁
…
の
代
議
士
が
燕
尾
服
や
プ
官
ツ
ク
コ

ー
ト
は
一
耳
ふ
ま
で
巴
切
り
な
く
、
日
t
1
日
一
ン
グ
合
着
用
し
て
さ
へ
も
、
非
プ
ロ
レ
ク
η
ノ
ア
的
・
と
し
T
非
難
合
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
又
欧
米
で
は
婦
人
の
服
装
に
於
て
は
、
巴
里
の
女
優
が
優
勝
性
を
認
め
ら
れ
て
居
る
が
故
に
、
年
々
の

涜
行
は
先
づ
彼
等
の
聞
に
行
は
れ
る
も
の
、
或
は
彼
等
が
推
賞
す
る
も
の
と
し
て
襲
化
し
て
居
る
。
近
来
我
固
で

は
化
粧
に
闘
し
て
は
.
男
女
俳
優
が
優
勝
性
を
認
め
ら
れ
て
来
た
が
矯
め
に
、
化
粧
品
の
贋
告
に
は
、
彼
等
の
推
・

賞
が
常
に
麗
々
し
く
掲
げ
ら
れ
て
居
る
。
但
し
或
ド
ク
ッ
グ
の
庚
告
に
は
、
盛
ん
に
我
圃
の
忠
臣
義
士
、
孝
子
の

事
蹟
が
謹
べ
立
て
ら
れ
て
居
る
が
、
夫
れ
と
麻
病
や
梅
毒
の
葉
と
の
聞
に
は
、
ど
ん
な
閥
係
が
め
る
の
か
は
未
だ

在
は
研
究
し
て
居
な
い
。
又
逗
来
我
園
の
株
式
相
場
の
運
動
に
は
、
景
気
観
測
家
や
投
資
案
内
者
の
言
説
炉
、
盆

々
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
来
で
居
る
と
思
は
れ
る
@
其
他
在
は
私
が
集
圏
的
優
勝
摸
倣
と
帯
す
る
も
の
の
賢

例
と
し
で
無
載
の
事
買
を
暴
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
此
慮
で
は
只
其
の
意
味
e

グ
二
般
的
に
説
明
す
る
矯
め
に
、

周
両
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
四
九

第
六
披

豆



魚
替
心
理
設
評
慣

第
三
十
六
巻

九
五

O

第
六
披

JL 
四

以
上
過
ぺ
し
が
如
き
も
の
を
皐
げ
る

rけ
に
止
め
て
置
く
。
但
し
在
は
集
闘
的
優
勝
摸
倣
も
、
結
局
は
個
人
的
優

勝
摸
倣
に
還
元
さ
れ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

衣
に
私
が
場
所
的
優
勝
摸
徴
と
一
五
ふ
は
、

一
定
の
場
所
に
優
勝
性
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
其
の
場
所
に
於
て
行

は
れ
る
こ
と
が
、
只
夫
れ
ピ
け
の
理
由
で
無
批
判
的
不
反
省
的
に
業
催
に
全
国
民
間
に
於
て
.
或
は
一
定
の
文
化

圏
を
作
忍
諸
国
民
間
に
於
て
摸
倣
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
め
る
。
例
へ
ば
我
圃
に
於
て
ほ
東
京
が
優
勝

性
を
認
め
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
東
京
に
於
て
行
は
れ
て
居
る
こ
左
は
、
何
れ
の
他
の
都
市
或
は
地
方
に
於
て
行
は

れ
で
目
的
ぷ
乙
L'h
よ
れ

J

色
、
無
批
制
的
不
反
省
的
じ
葉
の
俄
仁
、
全
国
酌
に
接
徴
さ
れ
易
い
の
で
あ
忍
ο

但
し
在
は

一
般
的
に
は
右
の
如
き
意
味
に
て
、
場
所
的
優
勝
摸
倣
な
る
も
の
を
、
一
の
濁
立
な
る
優
勝
摸
倣
形
式
と
し
て
認

め
て
置
く
こ
と
は
、
低
宜
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
併
し
徹
底
的
に
分
析
し
て
行
〈
と
‘
夫
れ
は
結
局
は
佃
人
的
優
勝

摸
徴
か
集
圏
的
優
勝
摸
徴
か
に
、
還
元
主
る
可
き
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
リ

終
り
に
花
が
時
代
的
優
勝
摸
倣
と
帯
す
る
も
の
は
、

一
定
の
時
代
に
優
勝
性
が
認
め
ら
れ
る
が
故
に
、
業
の
時

代
に
於
で
行
は
れ
て
居
に
こ
と
、
或
は
行
な
は
れ
て
居
る
こ
と
が
、
無
批
判
的
不
反
省
的
に
業
の
催
に
摸
倣
さ
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
め
る
。
タ

l
u
y
ド
が
一
定
の
方
面
か
ら
見
て
立
て
た
摸
倣
の
二
大
形
式
、
卸
ち
、
慣
習

円

o
z
Z
B
m
と
洗
行
白
色
町
と
の
匝
別
は
、
在
の
見
解
か
ら
見
れ
ば
、
つ
ま
り
此
慮
に
在
が
時
代
的
優
勝
摸
倣
と
稗

す
る
も
の
の
根
本
的
匝
別
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
十
九
世
紀
の
中
頃
か
ら
今
日
に
亙
り
て
、
欧
米
諸
国
に

於
て
は
一
般
に
新
し
き
時
代
に
優
勝
性
が
認
め
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
新
し
き
も
の
が
大
に
等
重
さ
れ
、
綿
て
新
し



き
も
の
は
輩
に
新
し
き
時
代
の
も
の
、
新
し
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
だ
け
で
、
無
批
判
的
不
反
省
的
に
其
億
に
摸

徴
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
肯
ほ
此
の
傾
向
は
弗
に
米
幽
に
於
て
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
維
新
後
の
我
闘
に
於
て
も

同
様
で
あ
る
。
但
し
維
新
後
の
我
闘
に
於
て
は
、
此
の
時
代
的
優
勝
模
倣
と
場
所
的
優
勝
模
倣
と
が
相
結
合
し
・
、

か
く
て
最
新
の
舶
来
物
が
最
と
も
よ
く
摸
倣
さ
れ
て
居
る
。
我
闘
の
皐
界
に
あ
り
で
は
、
今
日
で
も
品
川
ほ
、
調
逸

に
於
て
最
近
に
鳴
へ
出
さ
れ
た
準
設
で
あ
る
と
一
耳
へ
ば
、
只
夫
れ
だ
け
で
無
批
判
的
不
反
省
的
に
摸
倣
さ
れ
る
傾

向
が
め
る
。

一
時
我
闘
の
枇
曾
皐
界
に
於
て
、
形
式
枇
曾
率
一
か
盛
ん
に
喧
侍
さ
れ
た
の
は
業
の
一
例
で
あ
る
。
ヌ

近
来
現
賓
科
挙
と
し
て
の
祉
曾
準
が
喧
博
き
れ
て
来
て
居
る
の
も
其
の
一
例
で
め
る
。
右
の
質
例
に
就
て
注
目
す

一
川
忠
は
、
新
し
い
附
代
戒
は
現
代
備
で
4

由一
L
」
外
倒
骨
官
一
L

し
が
相
統
合
し
怜
山
白
い
時
代
等
霊
と
自
国
待
輩
'
と
い
か
相
結
合

す
る
傾
向
が
あ
る

E
云
ふ
タ

l
y
ド
の
設
で
あ
る
。
在
も
一
般
的
に
は
、
か
か
る
傾
向
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
め

て
よ
い
と
思
ふ
が
、
併
し
之
れ
に
反
す
る
傾
向
の
存
在
す
る
こ
と
も
認
め
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
例
へ
ば
我
闘
で
は

古
代
倉
重
が
自
国
倉
重
と
結
合
せ
子
し
て
、
支
那
や
印
度
の
如
き
外
国
の
曾
重
と
結
合
し
て
居
る
場
合
が
あ
り
、

又
欧
米
諸
国
に
於

τも
、
古
代
倉
重
が
自
園
管
重
L
乙
結
合
せ
や
し
て
、
古
代
の
希
騰
羅
馬
の
骨
持
重
左
結
合
し
て
居

石
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。

在
が
一
般
的
に
国
別
せ
ん
と
す
石
四
種
の
優
勝
摸
倣
と
は
、
大
韓
上
右
に
遁
〈
し
が
如
き
・
も
の
で
あ
る
が
、
此

蕗
に
私
が
特
に
韻
者
の
注
意
を
求
め
た
い
こ
と
が
あ
る
。
夫
れ
は
在
が
四
種
の
優
勝
摸
倣
の
貫
例
主
し
て
商
事
げ
し

も
の
の
中
で
、
純
粋
な
る
優
勝
摸
倣
の
賞
例
と
し
て
よ
り
は
、
寧
ろ
優
勝
模
倣
に
債
値
判
断
或
は
評
債
が
結
合
或

島
周
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
港

九
五

第
六
時
蜘

E. 
五



鴛
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
五

第
六
披

五
大

は
混
交
す
る
場
令
の
質
例
と
、
見
倣
さ
る
可
き
も
の
の
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
情
ほ
其
等
の
場
合
は
、
債
値

判
断
に
優
勝
摸
敬
一
か
結
合
或
は
混
交
す
る
場
合
と
も
見
倣
し
得
ら
れ
る
の
で
、
要
す
る
に
現
買
な
る
具
瞳
的
場
合

に
は
於
て
、
優
勝
摸
倣
と
債
値
判
断
と
は
種
々
な
る
度
合
に
於
て
種
々
に
相
結
合
或
は
混
交
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
夫
れ
は
優
勝
摸
散
と
強
制
或
は
勢
力
作
用
と
の
閥
係
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。
か
く
て
ア
フ
タ

y
オ
ン

数
授
が
現
賢
な
る
場
合
に
於
て
、
債
値
判
断
中
に
優
勝
模
倣
佐
蹴
取
し
て
考
察
さ
れ
て
腐
る
の
も
、
亦
山
前
回
蹄
士

が
償
値
原
理
か
ら
勢
力
原
理
母
匝
別
す
る
と
正
に
於
て
、

ア
ア
タ
フ
ォ
ン
散
冊
以
上
に
瀧
ま
れ
て
屑
石
川
r円、

Lノ

炉

も
符
ほ
勢
力
作
用
或
は
強
制
の
中
に
、
優
勝
摸
倣
を
掻
取
し
て
考
察
さ
れ
て
居
る
の
色
、
決
し
て
理
由
の
な
い
こ

と
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
。

却
設
私
は
優
勝
摸
倣
を
上
に
遁
ぺ
し
が
如
き
四
種
或
は
四
形
式
に
大
別
し
、
夫
よ
り
各
種
の
優
勝
摸
散
の
、
普

通
に
枇
舎
準
者
間
に
あ
り
で
は
法
則
と
稗
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
、
在
が
私
の
科
挙
論
上
よ
り
し
て
特
に
志
向
関
係

の
論
理
的
典
型
と
蒋
す
る
も
の
を
確
定
し
、
更
に
進
ん
で
優
勝
模
倣
の
生
理
的
心
理
的
及
び
精
神
的
基
礎
を
究
明

し
て
、
其
等
の
論
理
的
典
型
営
基
礎
附
け
、
且
つ
夫
れ
に
よ
り
て
四
種
の
優
勝
摸
徴
の
交
錯
を
論
究
し
、
以
て
在

の
優
勝
摸
徴
の
理
論
を
大
成
せ
ん
と
す
る
の
で
め
る
が
、
併
し
此
底
で
は
此
等
の
諸
問
題
を
論
究
す
る
暇
が
な
い

か
ら
、
只
以
上
過
ペ
来
り
し
如
く
に
、
四
種
の
優
勝
摸
徴
の
匝
別
e

グ
二
般
的
に
説
明
す
る
だ
け
に
止
め
、
終
り
に

優
勝
摸
徴
と
債
値
判
断
及
び
強
制
或
は
勢
力
作
用
と
の
闘
係
を
概
論
し
て
、
ア
y
h
p
w
ノ
オ
ン
敷
授
の
潟
替
心
理
説

及
び
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
説
の
理
論
的
意
義
を
簡
軍
に
評
債
し
て
置
き
た
い
と
思
ふ
。



先
づ
優
勝
摸
倣
と
債
値
判
断
或
は
評
債
と
の
密
接
な
る
闘
係
を
考
察
し
て
、
ア
プ
タ

y
オ
Y

敷
授
の
震
替
心
理

設
の
理
論
的
意
義
を
評
債
す
る
が
、
上
に
述
べ
し
優
勝
摸
徴
の
貫
例
に
よ
h
J
て
率
ば
れ
る
如
〈
、
純
粋
な
名
優
勝

摸
倣
は
現
貫
的
に
は
、
只
比
鞭
的
に
軍
純
な
る
場
合
に
於
て
接
見
し
得
ら
れ
る

rけ
で
あ
っ
て
、
複
雑
な
名
場
合

に
於
て
は
一
般
に
種
々
な
る
度
合
に
於
て
、
又
種
々
な
る
様
式
に
於
て
、
債
値
判
断
或
は
評
債
が
白
か
ら
其
の
中

に
混
交
し
て
く
る
の
で
あ
芯
が
、
夫
れ
と
同
様
に
債
値
判
断
或
は
評
債
色
亦
、
其
の
純
粋
な
る
形
態
は
、
現
貰
的

に
は
只
比
鞭
的
に
車
純
な
る
場
合
に
於
て
、
愛
見
し
得
ら
れ
る

rけ
で
あ
っ
て
、
複
雑
な
る
場
合
に
於
て
は
、

般
い
い
種
々
な
る
度
合
に
於
て
、
叉
種
々
な
る
様
式
に
於
て
優
勝
摸
慨
が
白
か
ら
其
の
中
に
混
交
し
て
く
る
の
で
み

&
。
$
れ
ば
現
慌
に
概
勝
治
れ
る
枇
常
現
象
は
、
一
般
ト
複
雑
巾
る
も
の
に

)τ
、
車
純
な
お
も
の
は
事
ろ
稀
れ

で
あ
る
か
ら
、
一
祉
曾
現
象
一
般
の
根
本
原
理
と
し
て
、
随
ふ
て
又
経
梼
現
象
の
根
本
原
理
と
し
て
、
債
値
判
断
或

は
評
債
と
優
勝
摸
倣
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
で
立
て
ら
れ
る
債
値
原
理
と
摸
倣
原
理
と
の
匝
別
を
認
め
る
に

歪
ら
な
い
人
々
は
、
其
の
複
雑
な
全
瞳
を
其
の
僅
で
評
債
作
用
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
見
て
、
之
を
只
債
佐
原
理

の
み
に
よ
り
て
設
明
せ
ん
正
す
る
の
は
敢
て
怪

U
に
足
ら
ぬ
。
是
れ
師
ち
ア
ア
タ

y
オ
ン
敬
授
の
貨
幣
心
理
詑
や

潟
替
心
理
詑
に
於
て
色
見
出
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。
同
数
授
が
潟
替
の
根
本
的
な
心
理
皐
的
因
素
と
し
て
重
要
調

す
る
個
人
的
評
定
或
は
個
人
的
評
債
な
る
色
の
は
、
大
部
分
は
つ
ま
り
優
勝
摸
倣
を
合
な
或
は
混
交
し
て
居
る
債

値
判
断
或
は
評
債
に
外
な
ら
な
の
い
で
、
純
粋
な
る
債
値
判
断
或
は
評
債
で
は
な
い
。
か
く
て
岡
敬
授
の
佃
人
的

評
定
と
か
個
人
的
評
債
と
か
溝
す
る
も
の
の
充
分
な
る
説
明
或
は
究
明
は
、
只
債
値
原
理
の
み
に
よ

b
て
輿
へ
得

鴛
替
心
理
税
評
債

第
三
十
六
巻

九
五

第
六
披

五
七



鴛
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
五
四

第
大
披

ま4
入

ιれ
る
も
の
で
な
く
、
夫
れ
の
中
に
合
ま
れ
る
優
勝
摸
徴
の
度
合
に
、
又
様
式
に
臆
じ
て
、
遁
営
に
摸
倣
原
理
を

と
り
入
れ
、
摸
徴
原
理
か
ら
も
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
て
始
め
て
奥
へ
ら
れ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
ア

ア
タ
リ
オ
ン
敢
授
は
債
値
原
理
の
外
に
、
摸
徴
原
理
の
存
在
す
る
こ
と
を
、
ま
だ
意
識
的
に
充
分
に
洞
見
し
て
居

な
い
が
矯
め
に
、
個
人
的
評
定
或
は
個
人
的
評
債
を
究
明
せ
ん
と
す
る
に
営
っ
て
.
質
際
に
於
て
は
無
意
識
的
に

摸
倣
原
理
を
臆
用
し
な
が
ら
、
し
か
も
意
識
的
に
は
根
本
原
理
'
と
し
て
只
慣
値
原
理
の
み
佐
重
要
腕
し
て
居
る
の

で
あ
る
と
岡
山
は
れ
る
。
併
し
又
其
の
無
意
識
的
に
摸
倣
原
理
を
巧
妙
に
膳
用
さ
れ
て
居
る
こ
と
が
、
私
一
か
始
め
て

同
教
授
の
説
に
接
し
た
際
、
在
を
し
て
同
数
授
が
摸
徴
原
理
を
承
認
さ
れ
て
居
る
様
な
錯
畳
を
、
起
き
せ
た
の
で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

在
は
債
値
原
理
と
摸
般
原
理
と
の
闘
係
か
ら
見
て
、
ア
ヌ
タ
リ
オ
ン
散
授
が
個
人
的
評
債
或
は
個
人
的
評
定
と

稗
す
る
も
の
を
、
右
に
遮
べ
し
が
如
〈
に
批
判
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
品
開
ほ
更
に
詳
し
く
同
数
授
の
個
人
的

評
債
と
帯
す
る
も
の
を
吟
味
す
る
と
、
業
の
中
に
は
強
制
或
は
勢
力
作
用
が
重
要
親
さ
る
可
き
場
合
・
色
合
ま
れ

て
居
る
こ
と
が
後
見
さ
れ
る
と
思
ふ
。
そ
う
し
て
其
の
勤
に
於
て
高
田
博
士
の
債
格
の
勢
力
設
は
、
其
の
濁
創
性

を
後
揮
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
要
す
る
に
高
田
博
士
は
債
値
原
理
の
外
に
勢
力
原
理
を
承
認
し
、
之
を
強
調
す

る
こ
と
に
よ
り
て
、
ア
ア
タ
リ
オ
ン
散
授
及
び
同
方
針
の
欧
米
諸
国
の
鰹
梼
皐
者
以
上
に
進
み
、
艦
梼
準
の
理
論

に
於
て
断
然
頭
角
を
現
は
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
本
論
文
↑
の
中
に
指
摘
せ
る
如
〈
、
在
は
同
博
士
は

勢
力
の
概
念
中
に
摸
散
の
概
念
を
混
交
し
て
、
ま
だ
雨
者
を
判
然
匝
別
さ
れ
て
居
な
い
と
思
は
れ
る
の
で
、
同
博



士
は
色
う
一
歩
進
ん
で
、
債
佐
原
理
か
ら
勢
力
原
理
を
直
別
さ
れ
た
榛
に
、
更
に
南
原
理
か
ら
摸
倣
原
理
を
匝
別

さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
石
の
で
あ
る
。

抑
々
一
槙
徴
原
理
ー
と
勢
力
原
理
或
は
強
制
原
理
と
の
雨
者
の
一
を
特
に
偏
重
し
て
、
他
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
二
つ

の
理
論
が
、
殆
ん

E
同
時
に
現
は
れ
、
始
め
て
正
面
的
に
衝
突
し
て
来
た
の
は
、
タ

l
y
y
の
一
祉
舎
事
左
グ
ュ

y

ケ
ム
の
枇
舎
畢
と
の
劃
立
に
於
て
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
併
し
第
三
者
か
ら
し
て
冷
静
に
爾
者
の
封
立
金
考
察
す

る
と
、
各
々
実
の
肯
定
す
る
貼
に
於
て
疋
営
で
あ
る
が
、
業
の
否
定
す
る
貼
に
於
て
正
営
で
な
い
こ
と
が
観
破
き

れ
る
。
そ
う
し
て
勢
力
原
理
を
偏
重
せ
る
グ
品

Y
ケ
ム
は
、
其
の
後
賞
質
的
に
は
彼
の
蹴
制
の
概
念
中
に
、
タ
-

y
f
の
模
倣
の
概
命
中
に
峨
訓
ロ
れ
て
居
る
も
の
PT
段
々
に
と
り
λ
れ
て
、
彼
の
蹴
制
の
臨
念
を
修
正
し
て
居
る

と
思
は
れ
る
と
同
様
に
、
タ

l
y
y
も
貫
質
的
に
は
ヤ
A
Y
彼
の
摸
徴
の
概
念
中
に
グ
ュ

Y

ケ
ム
の
強
制
の
概
念

中
に
強
調
さ
れ
て
居
る
も
の
や
}
段
々
に
と
り
入
れ
て
、
彼
の
摸
倣
の
概
念
を
修
正
し
て
居
る
左
思
は
れ
る
、
恒
し

某
の
度
合
は
、
グ
ュ

Y

ケ
ム
に
於
て
は
タ

l
y
r・
に
於
て
よ
り
も
一
層
大
な
る
も
の
と
思
は
れ
石
一
炉
、
夫
れ
は
と

に
か
く
と
し
て
、
結
局
タ

l
y
r
も
グ
ュ

Y
ケ
ム
・
も
.
形
式
的
に
は
・
ち
と
の
主
張
を
固
守
し
な
が
ら
、
買
質
的
に

は
他
の
主
張
を
と
り
入
れ
て
、
自
分
の
主
張
を
修
正
し
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
そ
う
し
て
此
の
勤
に
注
目
す
る
こ

と
は
、
菅
に
世
曾
皐
に
於
て
の
み
な
ら
争
、
一
切
の
祉
曾
科
皐
に
於
て
色
芸

r重
大
な
意
義
を
有
す
あ
こ
と
は
、
在

が
是
ま
で
論
遣
し
来
れ
る
庭
に
よ
り
て
明
白
で
あ
る
と
思
ふ
。

現
質
的
具
瞳
的
現
象
に
於
て
は
、
劫
何
に
優
勝
摸
徴
が
債
値
判
断
に
混
交
し
易
き
か
は
、
ア
ア
タ
ソ
オ

y
数
授

島
沖
替
心
理
設
評
債

第
一
一
一
十
六
巻

九
五
五

第
六
披

五
九



魚
替
心
理
説
許
債

第
三
十
六
巻

九
五
六

第
大
時
制
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の
個
人
的
評
定
或
は
個
人
的
評
債
と
講
す
る
も
の
の
詳
し
き
分
析
に
於
て
、
上
に
遮
ぺ
し
却
〈
に
、
明
か
に
観
破

さ
れ
る
の
で
め
る
が
、
同
様
に
如
何
に
優
勝
摸
倣
が
強
制
或
は
勢
力
作
用
に
揖
交
し
易
き
か
は
、
高
田
博
士
の
債

格
の
勢
力
説
に
於
け
る
勢
力
の
概
念
の
分
析
に
於
て
明
か
に
甑
破
さ
れ
る
左
思
ふ
。
ぞ
う
し
て
既
に
遮
べ
し
慮
に

よ
り
て
、
債
値
判
断
或
は
評
債
に
優
勝
摸
徴
が
混
交
し
て
く
る
こ
と
が
、
歴
史
的
現
貫
的
批
舎
現
象
の
轄
化
或
は

費
展
に
於
て
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
と
が
事
ば
れ
る
如
〈
、
強
制
或
は
勢
力
作
用
に
優
勝
摸
徴
が
混
交
し
て

〈
る
こ
ー
と
も
亦
、
同
じ
意
味
に
て
重
大
な
る
意
義
含
有
す
る
こ
と
が
、
詳
し
き
分
析
に
よ
り
て
撃
ば
れ
る
の
で
あ

る
口
先
同
一
卑
虹
な
例
を
暴
ぐ
れ
ば
、
放
課
が
主
人
ド
心
服
し
.
主
人
の
斜
め
に
は
生
命
を
犠
牲
に
供
す
る
も
、
敢

て
解
し
な
い
様
に
ま
で
な
る
の
は
、
根
本
的
に
は
つ
ま
り
、
強
制
或
は
勢
力
作
用
に
優
勝
摸
散
が
混
交
し
来
り
て

誌
に
は
前
者
が
全
然
後
者
に
化
了
す
る
こ
と
に
よ
り
て
で
あ
る
が
、
夏
に
重
要
な
る
例
ぞ
み
の
C
れ
ば
、
同
一
の
世

曾
心
理
的
過
程
に
よ
り
て
、
暴
力
が
権
力
或
は
権
威
に
、
叉
屈
従
が
忠
義
に
轄
化
し
て
行
4
の
で
、
向
ほ
権
力
炉

樺
利
に
轄
化
す
る
場
合
に
も
、
同
一
の
枇
曾
心
理
的
過
程
が
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
と
思
は
れ
る
。

却
設
是
れ
ま
で
に
論
越
し
来
れ
る
慮
に
よ
り
て
明
ら
か
な
る
如
〈
、
私
は
科
準
的
に
一
切
の
現
貫
的
世
舎
現
象

を
究
明
す
る
矯
め
に
は
、
只
債
値
判
断
作
用
或
は
評
債
作
用
の
み
念
、
随
ふ
て
債
値
原
理
の
み
を
重
要
す
る
も
の

も
、
亦
只
勢
力
の
作
用
或
は
強
制
作
用
の
み
を
、
随
ふ
て
勢
力
原
理
の
み
を
重
要
親
す
る
の
も
、
亦
只
摸
倣
作
用

の
み
を
随
ふ
て
摸
徴
原
理
の
み
を
重
要
視
す
る
の
も
何
れ
も
充
分
で
な
く
、
更
に
其
等
三
作
用
或
は
三
原
理
中
の

何
れ
か
の
二
つ
だ
け
を
重
要
現
す
る
に
止
ま
る
の
も
倫
ほ
充
分
で
な
く
、
其
等
三
作
用
或
は
三
原
理
を
組
て
同
等



に
重
要
視
し
、
そ
う
し
て
事
態
に
鹿
じ
て
業
等
三
作
用
或
は
三
原
理
を
種
々
の
度
合
に
於
て
、
又
種
々
の
様
式
に
於

て
、
埴
嘗
に
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
併
し
此
慮
に
注
意
す
可
き
は
、
融
合
現
象
の
部

類
或
は
文
化
範
域
の
異
な
る
に
つ
れ
て
、

一
般
的
に
三
原
理
中
の
何
れ
か
が
主
位
に
立
ち
、
他
は
従
位
に
立
っ
と

一
五
ふ
が
如
き
差
異
の
存
す
る
こ
と
、
及
び
同
し
世
曾
現
象
の
部
類
或
は
同
し
文
化
範
域
に
於
て
色
、
三
作
用
或
は

三
原
理
の
結
合
す
る
割
合
や
仕
方
が
場
合
に
よ
ち
て
種
々
異
な
っ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
a

要
す
る
に
在
は
甚
だ
複

雑
な
る
歴
史
的
現
質
的
枇
曾
現
象
の
充
分
な
る
科
率
的
究
明
は
、
従
来
世
曾
皐
を
始
め
、
業
の
他
の
一
切
の
世
舎

一
般
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
榛
に
、
比
鞭
的
に
単
純
に
成
就
さ
れ
得
る
も
の
で
な
く
、
甚
だ
稜
雑
な

科
専
仁
於
て
、

る
子
情
糊
佐
必
要
し
心
す
る
自
の
J
袴
へ
る
の
?
め
話
。
か
〈
ML
私
以
斜
判
官
覗
裁
の
刺
身
的
研
見
じ
於
-
ー
も
、
ア
プ
グ

y
オ
ン
数
授
の
刻
〈
、
タ
ト
ヒ
貫
質
的
に
は
無
意
識
的
に
摸
徴
原
理
を
膳
用
し
て
居
る
に
せ
よ
、
意
識
的
計
責
的

に
は
只
債
値
原
理
の
み
に
よ
り
て
之
を
究
明
せ
ん
と
す
る
以
上
は
、
到
底
充
分
に
業
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
不

可
能
に
し

τ、
遁
営
に
勢
力
原
理
一
色
亦
摸
倣
原
理
-B
共
に
適
用
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

最
後
に
在
は
、
高
田
博
士
が
癌
梼
皐
新
講
第
二
審
中
に
、
債
値
原
理
と
勢
力
原
理
と
の
闘
係
を
説
明
す
石
潟
め

に
作
ら
れ
た
一
例
を
、
阪
に
さ
き
に
も
一
度
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
慮
に
再
び
引
用
し
て
、
以
て
本
論
文

の
主
旨
を
簡
単
に
指
示
し
て
置
き
た
い
と
恩
ふ
。

高
田
博
士
は
限
界
放
用
読
に
従
ふ
て
供
給
者
の
見
漬
る
債
格
と
、
需
要
者
の
見
積
る
債
格
と
の
聞
係
を
左
の
如

〈
に
偲
定
し
。

居
対
替
心
理
設
評
債

第
三
十
六
巻

九
五
七

第
六
時
禍

占

ノ、



居
川
替
心
理
説
評
債

第
三
十
六
巻

九
五
八

第
六
時
踊

ムノ、

供
給
者
の
見
積
る
債
格

10...1 

9...2 

8...3 

7...4 

6...5 

5...6 

需
要
者
の
見
積
る
債
格

そ
う
し
て
限
界
致
用
設
に
よ
れ
ば
.
債
格
は
5
と
6
左
の
閣
の
範
園
の
中
の
何
れ
か
の
一
貼
に
於
て
定
ま
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
推
定
さ
れ
る
が
、
併
し
其
の
一
勤
は
現
貫
に
は
何
れ
の
貼
で
あ
る
か
は
、
限
界
致
用
設
に
よ
り

で
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
そ
う
し
て
之
を
決
定
す
る
も
の
は
、
た
だ
経
梼
勢
カ
開
係
で
あ
忍
と

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
右
の
例
に
於
て
高
田
博
士
が
、

5
と
6
と
の
聞
の
何
れ
の
一
貼
に
於
て
‘
現
買
な

る
償
柏
が
定
ま
る
か
密
決
定
す
る
も
の
は
、
組
桝
的
勢
力
闘
係
で
め
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
於
て
、
ア
ア
h
y
y
k
ン

敬
授
の
債
格
論
以
上
に
進
ま
れ
て
居
る
こ
と
を
認
め
て
、
同
博
士
の
卓
見
に
敬
服
す
る

k
同
時
に
、
供
給
者
の
見

積
る
債
格
と
需
要
者
の
見
積
る
債
格
と
が
、

5
と
6
と
の
聞
に
到
達
す
る
評
債
過
程
に
於
て
、
慨
に
優
勝
摸
徴
が

作
用
し
て
居
る
こ
と
、
及
び
現
買
な
る
債
格
が
5
と
6
と
の
聞
の
範
囲
の
中
の
何
れ
か
の
一
駐
に
定
ま
る
の
も
、

詳
し
く
分
析
し
て
行
け
ば
、
只
勢
力
関
係
の
み
に
よ
る
の
で
な
〈
、
夏
に
摸
徴
開
係
に
も
よ
る
も
の
で
あ
名
こ
と

を
主
張
せ
ん
と
す
る
の
で
、
要
す
る
に
私
は
一
切
の
現
貰
な
る
世
曾
現
象
は
随
ふ
て
債
格
も
、
詳
し
く
分
析
し
て

行
け
ば
、
結
局
は
少
な
く
も
債
値
原
理
と
勢
力
原
理
と
摸
徴
原
理
と
の
三
原
理
の
種
々
な
る
相
互
関
係
に
よ
り
て

決
定
さ
れ
て
居
る
も
の
に
し
て
、
か
く
て
其
の
充
分
な
る
説
明
或
は
究
明
は
少
な
く
も
右
の
三
原
理
に
基
い
て
窓

行
さ
る
可
き
も
の
k
考
へ
る
の
で
あ
る
。
但
し
今
後
の
一
枇
曾
科
皐
の
研
究
の
費
達
は
、
右
の
三
原
理
以
上
の
新
し

き
原
理
を
後
見
す
る
に
歪
る
か
も
知
れ
な
い
。
又
其
の
時
に
は
今
日
以
上
に
充
分
な
る
説
明
或
は
究
明
が
、
奥
へ

得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
e

(
四
月
六
日
}


